進学指導特色校におけるグローバル化への対応について
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　　      　楠本祐一
国際社会において急速に進展しつつあるグローバル化の流れに対応すべく、進学指導特色校において留意すべきと考えられる点、次の通り。
1． グローバル人材（国際人）の育成
(1) 国際社会において外国人との直接的コミュニケーションを通じて、外国人と共働し、日本人としての自らの考え方を明確に伝達し、相互理解を深め、国際社会における人脈を広く開拓できるような人材の育成が急務である。
(2) このようなグローバル人材には、①外国のことを良く知っていること（特に国際社会における多様性）、②日本のことを良く知っていること（日本人・日本社会の特質、日本人として保持すべき基本的価値観）、③自分の考え方をしっかり、論理的にまとめ上げられること、④自分の考え方を相手にはっきり、わかりやすくコミュニケートでき、相手の理解を求める説得力、交渉力を有していること、が求められよう。また普遍的なコミュニケーションの手段となっている英語力を十分有していることも不可欠である。
(3) 他方で、すべての日本人に対し、高度のスキルを要するグローバル人材となることを求めることは現実的でなく、個々の関心に応じ、国際社会をより身近に感じ、外国人に対しても違和感を覚えず、よりオープンでフレンドリーに対応でき、普通の会話をこなしうる基礎的英会話能力を備えた市民をより広汎に育成して行くことも必要かと考えられる。
2． 日本人としての意識、日本の文化・伝統についての理解
(1) グローバル化に対応できる人材の育成にあたっては、世界についての知識を有しているとともに、自らの国である日本についての基礎的知識、日本人としての自覚を十分有していることが肝要である。
(2) 自分の国のことを十分知らないでは、国際社会では外国人とうまく交流できないことを十分自覚させるべきであろう。
3． 英会話指導スキル向上のための効果的な研修スキーム
(1) 外国人との英語を通じてのコミュニケーション能力の増進については、従来からの「読み、書き、翻訳」中心の教育の延長ではなく、会話力（話す、聞く）増進に着目した効果的な英語教育が必要かと思われる。
(2) 英語を母国語とする国（米、英、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド）においては、外国人のための英語教授法について実用的な種々のコースが設定されていると承知しているが、日本人英語担当教員の中から選抜する形で要員をこれらの国に派遣し、現地で英語を通じて外国人向けの実用的英語教授法を学ばせることは効果的と考えられる。
(3) これらのトレーニングを受けた英語教育要員は、日本における日本人英語担当教員に対する支援も効果的に行いうるものと考えられる。
4． 多様な価値観の時代の対応
(1) わが国社会は高度経済成長期を経て、欧米と同じような高度成熟社会の段階に達したと考えられる。
(2) これまでの経済成長一辺倒、大量生産・大量消費時代の時のように画一的、標準的な生徒の育成ではなく、グローバル化に備え、個性的な、独創的な、冒険心、好奇心に富む人材の育成が求められていると思われる。
(3) 就職を含めた人生設計についても、これまでの安定・安全重視より、個々が自らの人生において、より大きな幸福度、生きがい度を見い出すべく努力する時代となっている。個々がいかなる人生をどのように過ごして行くのかについて、十分な問題意識を持ち、主体性をもって自分の望む方向へ対処しうるよう、新たな時代の流れに合った新しい学習・進路指導が求められていると思われる。
（了）
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